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ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムと地域開発

ＶＵＮＡＭ

序論

近年、グローバリゼーションの進展と共に、観光は国内だけではなく、世界的にも急速な発展をみ

るようになった。こうした中で、特に発展途上国において、観光は重要な産業と位置づけられるよう

になってきた。国連の世界観光機関（UNWTO）によると、2006年度の世界のＧＤＰにおいて、観光産

業の占める割合は11％にも達している。発展途上国における農村地域の経済開発にとって、観光は重

要な位侭を占め、貧困の解消及び地域経済の発展のために、大きな役割を果たしていると言える。観

光が発展途上国において亜要な産業として取り組まれるようになると、サービス業分野の発展や|玉1民

の生活水準を高めることになり、農村においても、腱業を主とした経済構造から抜け１１}すことができ

ると考えられる。さらに、観光産業の振興によって世界諸国との政治経済的な結びつきや札1瓦の友好

関係も強化できると言えよう。

最近、発展途上国の中でも、特に東南アジア諸|垂|の地域振興にとって、ルーラル・ツーリズムが重

要視されるようになってきた.一口にルーラル・ツーリズムと言ってもその形態は多様である。アグ

ロツーリズムやエコツーリズム、そして、本研究で取り上げたクラフト・ツーリズムもルーラル・

ツーリズムの一つであると考える。現在、クラフト・ツーリズムは東南アジア諸国において著しい発

展をみており、タイやマレーシア、インド等ではこうした取り組みの成功した例が見られる。伝統工

芸は国際観光客にとって、観光経験の中でも不可欠な要素と言われている。伝統工芸の豊かさは地域

住民や手工業者たちにとって職業を創出することのみならず、観光産業にも大きな開発のポテンシャ

ルとなっている。しかし、伝統工芸と観光産業の結びつきについては、まだ十分に認識されていない。

この課題については、さらなる議論の必要がある。いかにして地域住民の収入や外貨を獲得する

チャンスをつくるか、観光産業は伝統産業とどのような方法で結合し、地域社会の文化資源の振興を

|到るのか、観光産業はどのような方法で職人たちと地域社会に貢献するか、という様々な課題をクラ

フト・ツーリズムの開発やプランニングの際に考えるべきである。

ベトナムは、クラフト・ツーリズムのポテンシャルが大きいと言われながら、未だに十分な発展を

みていない。ベトナム政府は、観光産業を発展きせ伝統的なクラフト村を振興するために、様々な政

策を実施しているが、まだクラフト・ツーリズムのための具体的な政策を実施するまでには至ってい

ない。

本研究の課題は、観光産業と伝統工芸の関連性を中心的に扱い、観光産業の促進や観光サービスの

多様化や地域社会の発展などのために、クラフト・ツーリズムどのような役割を果たしているのかを

明らかにする。さらに、ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムの現状を検討し、クラフト・ツーリ
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ズムの開発に対する諸問題や展望を論じるうえで、政府の役割や行動を提言するつもりである。研究

事例としたバチャーン陶芸村は、ベトナムのクラフト・ツーリズムの代表的な村であり、クラフト・

ツーリズムにとっての問題や困難、及びlJil際観光客へのマーケティングのあり方を考察する上で適し

た地域である。この嚇例研究を通して、他のクラフト村の振興のあり方についても考えることができ

るものと思われる。

1．伝統工芸とクラフト・ツーリズム

（１）観光産業と伝統エ芸の結びつき

伝統産業は地域社会の財産の一つである。各地域社会に違いがあるように、クラフトにも地域の特

性があり、それぞれの地域社会によって異なる。観光産業は伝統的産業と相互に関連し、一つの発展

やプロモーションとともに、他も発展できるという密接なつながりを持っているといえる。こうして

みると、観光産業の発展がなければ、伝統的産業の発展も困難になるかもしれないⅢ。世界の多くの

国の経験からみると、観光産業と伝統的産業は、常に深い結びつきがあるといえよう。そのため、多

くの国の政府は、ますますこの純然たる事実についての意識をi断めており、観光と伝統的産業のマク

ロプランに国の文化、文明遺産を組み込んでいる。多くの国のマクロツーリズム計画の中で、伝統的

産業を発展させることは重要な政策となっている。

綴光産業及び)E槻iﾉｳｳ'産業.は、現/Ｍ１界の人生に大きな影響Fを及ぼしている。観光産業

は２１世紀の産業であり、fifji6fIj，産業は最も急速に成長している産業の一つである。二

つの産業の題み合わせは、実に魅力的であり、チャレンジ/at極めて大きい&のである。

また、底i誌ﾉｳｸ屋5業は世界の観光産業の重要を要素となっている。それらは麺0瞳バル

規模であり、何百万の男女の職人の生活を支えている。観光等は地元で綴秀をクラフ

ト製,冊を買いつつあり、それは観光客を受け入れる阿仁とってば、ノリ7fｿMjl機会や文化の

深存事業にもつながることにまる2）。

多くの国では、伝統工芸は主に農村で保存と振興が実施されている。今日、伝統工芸村は、観光地

および重要な観光資源と考えられている。そのため、多くの世界の国においては、伝統工芸村（産

地）はエコツーリズムやへルスツーリズム、文化観光などとともに、一つのツーリズムの形態として

開発されている。そして、HandicraftvillagoBasedTburism（伝統的クラフト村に基づくツーリヅム）

という用語は、CraftTourism（クラフト・ツーリズム）と呼ばれている。

これまで、クラフト・ツーリズムはまだ具体的に定義されていないが、各国や観光学研究者の論文

では、この)|]語は一般的に使われている。RCreighton（1995）はＩき'身の研究の中で、長野県諏訪湖の

近くに位置する信州地域におけるシルク職人と集落との間に「鶴の恩返し」という有名なおとぎ話か

ら日本のクラフト・ツーリズムのイメージについて述べている。現在、春と夏の数ヶ月の間に、多く

の日本の女性たち、特に都会で暮らす裕福な人々は趣味を追求する目的として、養蚕やシルク織りの

研究のために多額の金を払い、信州の'１１に旅行している。

多くの国では、クラフト・ツアー（Craft[ours）という用語は、有名な伝統的クラフト村や職人た

ちのワークショップに訪れ、仕事中のllMi人たちに会い、クラフトの製,51,を作ることを体験しながら、

他に見られない村の観光資源を見出すツアーの意味で広く使われている。そのため、クラフト・ツー
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リズムとは、農村ツーリズムの一つであり、観光客は伝統的工芸品を見て、職人の工芸品の技法を学

んでおり、村及び伝統的工芸品の歴史や伝統についての話を聞き、蛾終的にショッピングも経験する

目的を持って、伝統的クラフト材に行くことである。そこでは観光客は、村の生活や文化価値、地元

の伝統的料理を体験することができる。クラフト・ツーリヅムの顕著な特徴は、観光産業の季節の特

性に影群されないことである。海の観光や他の自然観光の行動と違うことは、観光客が季節を問わず、

クラフト村に一年中訪れることができることである。

この概念では、クラフト・ツーリズムは様々な要素から成り立っている。それは、伝統工芸村とそ

の有名な製品や職人たち、村人と地域住民の参加、旅行会社と観光客、他の観光サービスの提供者な

どである。

クラフト・ツーリズムは、特に発展途｣1国における観光の最も人気がある活動の一つである。

MacCaIuIell（1976）は、「ツーリズムが本格的な経験の探求、近代化から生まれる疎外感から脱出、

エキゾチックへの願望」として述べている。また、ＬｅｅとCrompton（1992）は、「物珍しさを探すこ

とが観光の重要な動機」と言う。クラフト・ツーリズムは、それら動機を全て包含していたものであ

る。

大都市における近代生活や仕事のストレスで、疲れを感じ、静かな農村地域にリフレッシュするこ

ととともに、伝統的価値を体験したい人々が多くなってきている。Ｈ本では、先に述べたように、山

間部における織物のワークショップや農村での旅行・体験活動を通じて、近代化した日本の都市部と

伝統文化が残る農村との結びつきを学ぶ機会となっている。そして、RCreighton（1995）によると、

ほとんどのクラフト・ツーリズムに参加する女性たちは都ＴＩ了の住人であり、旅行j91間の間に「失われ

た日本」に脱出したい人たちであるｃクラフト・ツーリズムは、農村ツーリズムの様々なタイプ３１

と結びつくによって、人間の観光に対する要求を満たすことができる。

（２）クラフト・ツーリズムの役割

クラフト・ツーリズム（伝統的クラフト村におけるツーリズム）は、伝統的な文化的価値に紫づき、

農村の生活や農業に必要な施設や用具で地域住民のありのままの暮らしぶりを体験することである。

文化的なツーリズム活動ということで、クラフト・ツーリズムは観光客にアピールするうえで、また

観光事業にとっても重要な役割を果たしている。クラフト・ツーリズムは国の文化的価値を保存する

事業でもあり、国際的にも注目されているといえる。

クラフト・ツーリズムの展開は、地域住民の収入や唾用機会を高め、山岳地帯や農村地域での貧困

の解消に貢献し、伝統的産業のみならず、観光産業の開発に地域社会が参加することが期待されてい

るといえる。地域社会にとっては、様々な困雌を伴うこともあるが、より重要なことは、国内だけで

はなく、輸出産業以上に観光客に高い価値を提供することが出来るという市場ことである。例えば、

ワーンフク・シルク村の40％以上の製品は観光客向けに販売されており、そこから得られる利益は、

輸出による利益よりも多いと言われている（NgoDucAnh、2005)。クラフト製,W|は中間業者を介す

ることなく、直接顧客に販売される。また村民と観光客のiili方が相対し、直接売買することで互いに

利益が得られる。

これに加えて、クラフト・ツーリズムの発展は、伝統的クラフト材の復興にも秋極的に貢献し、ク

ラフト製品の輸出を拡大することもできる。それは国内の経済的発展を展望するうえで、経済開発の
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一つの力liIjといえる。そして、クラフト・ツーリズムはマーケティングの上でも効果が見込まれてい

る。クラフト製ｌｈｌ１が名産品となるようになれば、多くの観光杵は自国で、より多くのクラフト製品を

買うようになるであろう。

また、クラフト・ツーリズムの役割は、社会経済的効果をもたらすことで、山ＩｌＵ地及び農村地域に

おける脈１１１機会を創出するだけではなく、過疎化の進行をおさえる役割をはたすことも考えられる

(鈴木，2006)。なぜなら、ベトナムにおける低所得者の１１１現や失業によって山間地と腿村地域では、

多くの若者が就職や尚い収入を求めて都ilrに流出している。この動liIは農村と都iljの不均衡をますま

す拡大させ、様々な深刻な社会１１１１題を発生させている｡クラフト・ツーリズムの発展、さらに他の農

村ツーリズム、農村地域を観光秤にアピールし、若者の)I1iN1機会をさらに拡大させることで、地域社

会の経済を豊かにして、農村と都iljとの所得の格差を縮小することが期待できる。

最近のタイのチェンマイにおける研究では、クラフト・ツーリズムの振興プロジェクトからの雇用

機会を受けられることによって、セックス・ツーリズムに参加する女性の数が減少したといわれてい

る。

クラフト・ツーリズムは観光容のショッピングのため、ギフトやI自産産業の開発を促進している。

ショッピングは観光客の基本的活､１１であり、旅行の間にいつも行われている活動である。多くの観光

客は、ショッピングのチャンスがなければ、旅行の体験は十分に満たされないといわれている

(Keown,l989TmrneralldReisillgor,2001)。

観光群にとっては、旅行の期l811lIにギフトや伝統工芸品などをショッピングすることは、自分の旅

行の体験を思い'１}すためだけではなく、友達や親類の人にＩｌＷｉる目的もある。旅行の1二1的はクラフト・

ツーリズムではなくても、観光秤が一番多く買うギフトや上産は、［1的地の伝統]:芸の製品が多くを

占めている。また、観光客がよく伝統工芸の製品を買う''１１１１１の一つを挙げれば、ギフトや土産とする

伝統工芸１Ｍが、地元の伝統的文化を反映し地域の文化のシンボルである（CevatTosullandS,Pinar，

2007）ことが考えられる。そのため、伝統的産業の促進につながらない観光開発は国家経済の損失と

言える。

ドミニカ共和IIilにおける研究によれば、観光客に販売されている85％以上の士産品は海外から輸入

され、毎年の国家経済の損失は約１０億ＵＳドルを超えるといわれている（DavitO,CoImom2006年)。

観光客に販売された伝統工芸,Ｆ１の2k藤１，tと輪１１}の生産戯と比較することはできないが、伝統ju2業は、

ツーリズムにとって亜要な要素とするパフォーマンス・アートを奨励するためにW(極的な役割を果た

している。それが観光産業と結びつけば、伝統産業は民族の誇りをリ|き出し、忘れられている伝統文

化を守り復活するうえで重要な役割をはたすものである（KKerr,］995)。

観光杵に対しては、ローカルな伝統的クラフト製品を聯入することが観光のレジャー活動と考えら

れている。しかも、クラフト・ツーリズムの波及効果はIRIや地域への経済的利益をもたらすだけでは

ない。様々な理'11で観光客によって臓入された伝統的クラフト製,Ｗ１は、観光客、それから彼らの親類

や友達の記･臆のIl1に、地元の良好なイメージを作り上げることができる。なぜなら、一般的な人間、

特に観光客は旅行が終わった後、常に親類や友達に旅行に関する写真、ビデオ、買ったものを見せた

がるものである（Kilu1andLiI11で11,2001)。このため、クラフト・ツーリズムは受け入れ国の文化、

観光のプロモーションの効用があるといえよう。

クラフト・ツーリズムの対象となっている地域は、発展途121五1の地域社会にとっては、肢も愈要な
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ものの－つとなっている。MartinOppermann（1993）は、観光産業をビジネスの規模や組織によって

フォーマルセクターとインフォーマルセクターに分けている。大規模なホテル及びレストラン、レク

リエーションセンターなどは、フォーマルセクターの部分である。一方、小規模なホテル、民宿、行

商人、クラフトの職人たちなどは、インフォーマルセクターに属する。MartinOppermannの分類に

よると、クラフト・ツーリズムはインフォーマルセクターに属すると考えられる。

発展途上国の大都市における大規模な海外からの企業によるツーリズムは、フォーマル・ツーリズ

ムセクターからの利益を海外に持ちⅡ)している。他方、高度に地域社会の経済構造と融合したイン

フォーマル・ツーリズムセクターは、利益が他に流れることは少ないために、地域経済に極めて大き

な波及効果を与えている（MartinOppermann,1993)。

最近、いくつかの国は小規模のオルタナテイプ・ツーリズムのタイプを奨励し、国内経済と観光産

業のリンク強化を基礎に、地域経済への効用を増やすために、活発な努力を始めている（John

Brohmanl996)｡そのため、多くのマス・ツーリズムセクターの技術、経済的な特徴は、大規模で統

合された多国籍の会社を支援している。他方、クラフト・ツーリズムはオルタナテイブ・ツーリズム

と考えられている。

観光の発展において、クラフト・ツーリズムの役割を認識するために、2006年には、ＵＮＷＴＯはク

ラフト・ツーリズムについて、多くの国際会議を開ｉｌｌ１したｲ)。そのため、2006年は「クラフト・ツー

リズム年」と言われた。

2．ベトナムにおけるクラフト・ツーリズム

（１）ベトナムの観光産業の概観

今日、ツーリズムは最も人気の高い活動の一つである。毎年、数億人が世界中を旅行し、ツーリズ

ムは国家経済を担う並要な一つとなっている。国連の'１１:界観光機関によれば、2006年には、世界の国

際観光客は約８億人であり、国際観光客からの収入は約7,000億ドルに達したｃ

ベトナムの観光産業は、1960年にベトナムで最初の国営旅行会社が設立されたのが始まりと言われ

ている。1960年代はベトナム戦争の時代であり、その頃の旅行会社設立の目的は、海外からの要人や

各分野の専門家に対してサービスを提供するためであった。1960年から1975年（ベトナム戦争終結）

にかけての間に、観光の営業活動はほとんどなかった。1986年以降、ベトナム共産党は「ドイモイ」

という社会経済改革を実施し、市場経済体制に向かった。そのため、ベトナムの経済は急速に発展し、

年平均成長率は7.5％に達するとともに、観光産業も新しい発展段階を迎えた。

現在、ベトナムにおいて観光産業は、経済的にも重要産業の一つとなっている。交通産業、特に航

空業、情報産業、農業などといった他の産業の発展とともに、観光産業も急速に発展してきた。１９９０

年以降、国民経済の平均成長率７％に対し、１通1際観光客数は、毎年平均で15％増加しており、2008年

現在、観光産業はベトナムのＧＤＰの４％を占めている。しかし、世界のＧＤＰの11％と比較すると、

この数字はまだ少ないといえよう。国際観光客数は、1990年には25万人だったのに対し、2007年には

約417万人に増加し、国内観光客も2,000万人に達した。観光産業による収入は、３３億ＵＳドルである。

UNWTOによると、ベトナムは、現在、世界で最も急速に観光産業が発展している上位10か国の中に

入るという。2010年までに、ベトナムを訪れる年間の国際観光客数は600万人に達すると予想されて

いる。今、ベトナムの観光産業の重要なマーケットは中国（25％)、アメリカ（12％)、日本（10％)、
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韓国（９％）などである。また、観光産業に従事している者の数は、直接労働者数が42万人、間接労

働者数では75万人を数えており、全国の労働者数の２％を占める（ⅧAT，2007年)。

表１アセアン諸国における国際観光客数（2007）
単位１００万人

２００７２００６２００５２００４２００３２００２

２０９７１７５５１６４３１５７１１０５８１３２９

１４５０１３８２１１５２８５０６９０１０８７

１０３０９７０８９４８３０６１０７５７

５５１４８７４８８５３２４３０５０３

玉１内肺

４１７３６０３４７２９３２４０２６３

３０９２８０２６２２１０１５０１９３

２０２１７０１４２１１００７００７９

１４０１２０１１００７９０５８０７４

０２５０６５０６７０６６０６００２２

０１８０８４０８２０１２０９４０８９

６２３９５６７３５１８７４５５３３４６０４３９６

(出所：アセアン観光協会､2007）

しかし、ベトナムの観光産業の発展には様々な問題がある。それらの問題の中で、観光開発政策を

決定することが最も重要な問題である。例えば、観光産業を管理するためのマスタープランや観光商

品の開発、人材養成政策などである。そのため、他のアセアン諸国（タイ、マレーシア、シンガポー

ルなど）と比較してみると、ベトナムの観光産業の発展は、まだ低いレベルにあるといわざると得な

い（表ｌ）。

それに加えて、都市と農村地域、あるいは、沿岸と山岳地帯の観光開発の不均衡は、ベトナムにお

ける観光産業に多くの問題を発生させている。ベトナムの観光総局（ⅧAT)によると、ベトナムに

おける７０％の観光地やリゾートは沿岸地域にある。この地域は、国の観光客数の８０％を占めている

のが現状である。

ベトナムにおける観光産業の最大の弱点は、国際観光客の滞在期間が短いことであり、平均滞在期

間は４日～６日程度である。これに比べて、タイやマレーシアでは７～１０日程度である。そして、国

際観光客のリピーターは30～40％である。これはタイやマレーシアなどの近隣国の60～70％に比較

すると、リピーター率が低い。ベトナムにおいて、滞在日数が少ないのは、観光客のためのサービス

が充実していないからであるといえよう。もう一つの原因は、観光産業の開発に対する受け入れ体制

がまだ十分ではないからである。例えば、ギャンブルやカジノ経営ビジネスに関してはまだ禁止され

たり、入国ビザを与えるのに時間がかかったり、税関の手続きは複雑であるからである。大勢の国際

観光客はベトナムの観光資源や景観が美しいと感じ入るが、その他ではエンターテインメントなどが

少ないといった指摘も数多くなされている。こうした批判は、特に小都市や農村地域に対して顕著で

ある。

上記の問題に対しては、ベトナム政府は地域再生、特に農村や山岳地帯の地域社会の生活水準を高

めるために、観光タイプや観光サービスの多様化促進のために努力している。２０１０年に向けた国の観

国名／西歴 2007 2006 2005 2004 2003 2002

マレーシア 20.97 17.55 16.43 15.71 １０．５８ 13.29

タイ 14.50 13.82 11.52 8．５０ 6．９０ 10.87

シンガポール 10.30 9．７０ 8．９４ 8．３０ 6．１０ 7．５７

インドネシア 5．５１ 4．８７ 4．８８ 5．３２ 4．３０ 5．０３

ベトナム 4．１７ 3．６０ 3．４７ 2．９３ 2．４０ 2．６３

フィリピン 3．０９ 2．８０ 2．６２ 2.10 1．５０ １．９３

カンボジア 2．０２ Ｌ７０ 1．４２ ＬｌＯ 0．７０ ０７９

ラオス 1．４０ Ｌ２０ 1.10 0．７９ 0．５８ 0．７４

ミャンマー ０．２５ 0．６５ 0．６７ 0．６６ ０６０ 0．２２

ブルネイ 0．１８ 0．８４ 0．８２ 0.12 0．９４ 0．８９

合計 62.39 56.73 51.87 45.53 34.60 43.96
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光開発戦略の中で、観光産業の促進のために、歴史的遺跡、自然景観、伝統的祭り、民俗文化的価値、

伝統工芸などを保存することに、政府の投資や社会的資源を投入する政策が決定された。そのため、

クラフト・ツーリズムは他のルーラル・ツーリズムのタイプとともに、政府や国際組織のサポートを

早めに受けたが、ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムの振興に対する具体策や投資はまだ進展が

ないといわれている。

（２）ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムのポテンシャル

ベトナム農業・農村発展省（ＭARD）によれば、

現在、ベトナムにおいては、１００年以上の歴史があ現在、ベトナムにおいては、１００年以上の歴史があ
１６００

る伝統的クラフトホオは2,017ある。図ｌのように、 1400

2,017村のうちで、1,594村はベトナム北部にあり、１２００
１０００

全国のクラフトホオの４分の３を占めている。ベトナ
８００

ム南部には312村、中部には111村を数える（MARD６００

－JICA、2004年)。４００
２０o

ベトナムに2,017ある伝統的クラフトホオの中で、
０

一番多いのは竹とラタン織りの村であり、その数は 北部中部南部

484村を数えている。この数は、全国の伝統的クラ図，ベトナムにおける伝統工芸村の地域的分布
フト村の24％を占めている。次は織物の292村で、 （MARD-JICAの調査報告書2004年により）

14.5％を占める。家具づくりのクラフトは231村で

11.5％を占め、刺繍とレースのクラフトは230村で、１１．５％を占めている5)。

全国の2,017の伝統的クラフト村の中で、観光産業を開発できるキャパシティがあるとされている

村は約100あり、それらは、焼き物、刺繍、竹細工など、１５種類のクラフトのグループに入っている。

多数のクラフト村は、大都市に隣接し、道路や水路でクラフト村に行くことは簡単である。観光客は

村で一泊したくない場合は、日帰りツアーができる。そのため、クラフト・ツーリズムの開発には、

比較的、好条件である（Pham,2005)。しかも、ベトナムには54の少数民族がおり、各少数民族は自

分たちの伝統的産業を持ち、クラフト・ツーリズムとして、少数民族の現地への旅行が持つポテン

シャルは大きい。それはベトナムにおける特別な農村観光形態となっている。

（３）クラフト・ツーリズムに関するプロジェクト

近年、観光産業の開発、特に地域経済の再生のためのクラフト・ツーリズムの役割を認識する上で、

ベトナムの政府は国際機関（JICA,AsiaSeedlnstitute,ＡＭＥICCなど）の後援の下に、いくつかのク

ラフト．ツーリズムに関する実現可能性調査プロジェクトを行った。

ａ，プロジェクト「ウエスト・イストコリダーにおける観光振興と工芸品産業の開発に関する

フィーシビリティ・スタディー」

2004年の５月に、ウェスト・イースト・コーリダー（WEC）ワーキング・グループの第１O会議で、

ベトナムの国家観光機関（VNAT）は、「ＷＥＣにおける観光振興と工芸品産業の開発に関するフイー

シビリテイ．スタデイー」というプロジェクトを提案した。プロジェクトの目的は、ＷＥＣに沿う諸

国において、観光産業と伝統的産業をうまく結合することである。
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2004年８月のＷＥＣワーキング・グループの第１lの会議で、ＡＭＥ１ＣＣ６）は全地域に応用できる可

能モデルのため、ベトナムではこのプロジェクトを実現することで基本合意に達したごその後、

ASIAＳＥＥＤ機関（11本のアジア科学教育経済発展機構）は、ベトナム視察を行っている。視察団の

任務は二つある。一つは、ハノイ周辺の９つの伝統的クラフト村（バチヤーン陶器村、ドンホー版画

村、ツエンミ螺flll細ｌ:村、フービン竹細工村、ワーンフク・シルク村、ツオング|ﾘ錐型帽子村、ニン

バン石細工村、ニンハイ刺繍村、ドンジャオ木彫り村）におけるTIjjillIと、観光の滞在能力を評価する

ことにあった。二つ|｣は、フービンとニンハイという観光ポテンシャルがある村の歴史、インフラ、

生活などについて、さらに調在を進めた。二つの視察団の後、ＡＳＩＡＳＥＥＤはＶＮＡＴと協力し、ハノ

イで“PromotionofCraftvillagobasedtourism￣という研究会を開(||;し、調査↑Iqj報・結果をもとに、

上記の２つの村についての様々の提案を行っている。

この調査研究のプロジェクトは、ベトナムのクラフト・ツーリズムにとって、いくつかの意義があ

る。第一に、このプロジェクトはハノイの周辺だけではなく、ベトナム全国のクラフト・ツーリズム

を評価し、農村における伝統的産業やクラフト・ツーリズムの役割をIﾘ}らかにした。第二に、プロ

ジェクトは観光'三1的地とするクラフト村を選択するために、１４の基準や要件を示し、ＳＷＯＴ

(Strellgth-Weakncss-Opportunity-Threat）方法で各村の現状を分析している『'・第三に、ここでは、

伝統的産業の回復と保存のため、クラフト・ツーリズムを開発するための職人の役割についても明ら

かにしている。ベトナムでは、このプロジェクトは、成功したと評Iilliされている。プロジェクトの最

終報告は、他の国や地域がクラフト・ツーリズム計画や戦略・政策を作るうえで、役立つものと思わ

れる。

ｂ，プロジェクト「ベトナムにおける地域社会に基づくツーリズムによる貧困の解消」

2002年には、ＶＮＡＴはUNCTAI〕/ＷＴＯのEPRP(輸出主導型の貧|棚l減プロジェクト）と協力し、地

域密着型のツーリズム（Comnlllllitv-BasedrIburism-CBT）プロジェクトを開発するアイデアを提案し

た。ここでのプロジェクトの研究ﾉJ法は、他の国で成功例として評Illiされている地域密着型のツーリ

ズムの取り組みに基づくものである。そして、このプロジェクトの対象としてキムポン村が選ばれた。

キムポン村は、ホイアン町（ベトナムの人気がある文化世界遺産観光地）に近く、伝統的な木工業

やきれいな川岸の風蛾によ})、多くの観光客を魅了している。現在、観光客はホイアン町を訪れ、そ

の後、キムポン村を訪れ、多くは１泊～２泊の滞在をI]的とした短期滞在型の旅行肴である。しかし、

これらの集落は観光査源としてのポテンシャルが豊富であるにもかかわらず、キムポン村に大きなメ

リットがあるというわけではなく、地域社会は、今まで観光客から何も利益を得てこなかった。また

カムキム烏のインフラがﾄ分に粧愉されていないため、災落の発展も遅れている。インフラが未整備

のみならず、これらの集落では都11Ｊとの経済格差が大きく、雇用機会にも恵まれておらず、貧１Ｍ層の

多さや雁用機会不足といった現状は、キムポン村の住民に大きな影騨を及ばしている。こうした問題

を解決するため、EPRＰプロジェクトの目的は、観光開発を通じてキムポン村（カムキム郡、ベトナ

ムのセンターのホイアン）の貧l水|をl1ill減することを掲げているが、そのプロジェクトの明確な目標は

三つある。第一の１１棟は、総合観光サービスや伝統的製Ｉ１ｌｉを観光客に1111〔接販売することによ')、キム

ポン村の収入やliiiJII機会を高めることである。第二の'二|標は、マーケティング活動と販売促進製品の

多様化を通じ、キムポン住民のクラフトによる収入や雁11j機会を満めることである。第三の目標は、

持続的な観光と環境に優しい人Ｉクラフト生藤を維持し、地域の住民のクラフト・ツーリズムに対す
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る意識を尚ぬることである。

ＣＢＴプロジェクトは、８４世jlllfで約400満の住民によって榊成される「キムポン大工村」を中心とし

ている。プロジェクト後には、カンキム島の多くの住民に、よい影瀞をもたらすことが期待されてい

る。このプロジェクトは、ＩＴＣより技術支援を受け、専ljI家は地方の行政職員やJICAなどの国際支

援活動の専'１１１家などによって実施されている。地方政府はキムポン付の観光インフラに対して投資を

行い、特にクラフトセンターを建てることを重点的に行った。

観光インフラが終(iiiされることによって、観光サビースは新しいアトラクション、例えば、自転Jli

専用道路や散歩道路などが改良された。現在、キムポン材観光客センターは、集落・農村ツアーの新

しいモデルとして注目を集めている商ｌｌｉｏまたITCの職業訓練に関する支援によ')、約30人の村民は

ローカル・ツーリズム組合に力１１入し、プロジェクトの活動にhit極的に参加している。マーケットとの

リンケージは、ホイアンでの４つのツアーオペレーターと２つのホテルの設置である。キムポン村は

地域政府の観光機llUによる祭りや促進キャンペーンにも取り組むことになった。観光共lii]組合の付加

的な収入は、村への入場料や他のサービスから発生し、最初の1年１８１の収入は1.5万ＵＳドルほどと

推定されている。この収入のかなI)部分は、共有資金（ColllmunityFund）を通じキムポン村の約

400人の住民に分配される。さらに、この新たな持続型観光の動きは地域の製品を販売することを進

め、村における観光ガイドや宿泊・飲食サービスを誕生させ、住民に新しい雇Ｈ１機会を与えている。

このプロジェクトが、対象となったコミュニティーに与えた大きな彫瀞は、プロジェクト開始時に実

施されたｌＵ:５１if調査に基づき、峨終プロジェクトの完成後に1'}度調査が実施される。これらの調査は、

標準化された規定のアンケートを用いて行われる。その中身は労働環境や所得だけではなく、バイク

や自動車のDT有率や安全な飲料水、↑脳(、医療サービスへのアクセスなどの生活の質を1Ｍ入れたも

のである（Pham2006年)。

3．バチャーン焼き物村におけるクラフト・ツーリズムの事例研究

バチャーンは、ベトナムの北部でハノイの東南にあり、ハノイのIlJ心から13キロ程の所で、レッド

川の近くの村である。バチャーン村は、１，０００年の歴史を持つ焼き物産地で総人'二|の6,700人のうちの

70％のＬ70011帯が伝統産業と関わる('。特に、食品類と装飾,Ｆ１の生産が有名である。バチヤーン焼

き物の年平均の輸出額はＬ400万ＵＳドルであり、ベトナムで肢も裕福な伝統的クラフト村である。

バチャーン村の顕著な特徴は、伝統的陶器づくりである。職人たちは技術に優れ、特徴的な造形品

を作っている。バチャーン村の伝統的な製品は鉢、Ⅱ１１、瓶、茶碗、酒瓶、大きな花瓶、ランプの足な

どであ}〕、真珠色のプレーズやクラックル（ひぴ削れ）塗装や胡麻釉、藍色という伝統的釉薬を使っ

ている。職人の技術は、何世代にもわたって継承されている。バチャーン村の職人たちは、外国の顧

客、国際マーケットに向けて筒品質の製IHIを生産し、生産過程ではほとんどの製,Ｆ１は近代的なガス窯

で焼かれている。

1986年以降、ベトナム政府のドイモイ政策と市場経済政簸でベトナム経済は急速に発腿している。

経済全体が発展することでバチャーン陶器材とバンーフク・シルク付をはじめ、多くの有名な伝統的

クラフト村も活気づいてきた。バチャーン陶器のブランドにより、バチャーン村を訪れる国内観光客

と国際観光客の数はますます1Wえており、チャーン村はハノイのクラフト・ツーリズムの名所となっ

ている。クラフト・ツーリズムを開発するために、バチャーン材には以下のいくつの強みがある帥。
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・1,000年以上の長い伝統と歴史。

・何世代にも渡って技術が受け継いできた職人の存在。

・ハノイからの距離が近いこと。車で30～40分程度の距離なので、半日ツアーに組み込める。

、道が良好なこと。よく管理された中央市場があり、地元の中小企業・窯元が集まって製品を販売

している。

・３年前に組合が出来て、ミュニティーが良く組織されていること。

・地元政府がバチャーン村の開発プランを持っていること。

、商品の多様性は十分であること。デザイン、色も多様で、様々な顧客ニーズ（世代や国籍、予算

の違いに応じた商品）に応えている。日用品もあれば、室内装飾用の伝統的製品のレプリカもあ

る。

.支払い方法も多様であり、主要なクレジットカードが使える。

、バチャーンの陶器産業が、村の内外に多くの雇用機会を創出していること。

ハノイの中心からバチャーン村まで、バスで行くことができる。バチャーン村には、観光客は狭い

通りに散歩しながら、陶器の芸術品や日常品（例えば、小さな動物や人形や大きな花瓶や茶器など）

を見ることができる。観光客は村で、焼き物の生産について、いろいろなことを見学することができ

る。例えば、時代物のコレクションの展示室や工場で、職人たちが、特に複雑な技術とデザインで焼

き物を造るところや窯の設定や焼き方などである。しかも、観光客は川岸へ散歩し、」||の景色を眺め

ることもできる。バチャーンの茶器でお茶を飲むと、もっと楽しいと感じるものである。そして、観

光客はきまったようにお土産にバチャーン焼き物を購入し、食器や飾り物など、家でいろいろな目的

のために使用している。

バチャーン村の役所によると、2006年にバチャーン村を訪れた観光客数は、２万人の国際観光客と

15万人の国内観光客であった。2007年には、この数はもっとも増えると予想されている。国際観光客

が多い国は日本、韓国、フランス、ドイツ、スイスとアメリカなどである。バチャーン村のもう一つ

の利点は、ハノイからハロン湾（ベトナムの有名な世界自然遺産）にかけての国道５号の近くに位置

することである。そのため、ハロン湾に行く途中で、観光客はよくバチャーン村を訪れている。

2006年、村におけるいくつかのクラフト世帯は旅行会社と協力し、村に無料で国内．外の観光客を

運ぶために、ベトナムの農村で人気のある伝統的水牛車を作った（写真１）。観光客は水牛車に乗せ

られ、村の周りを回って、風景を眺めて、各職人の

世帯や焼き物の展示室を見て回り、買い物をするこ

とができる。

観光産業のマネジメントに関しては、バチャーン

村はハノイ近くのクラフト・ツーリズムの名所とは

いえ、地方行政機関による観光管理活動は、まだ十

分ではない。例えば、観光客のための公衆便所やレ

ストラン、駐車場という設備などはほとんどないし、

村の観光`情報センター、クラフト共同展示室もない。

観光客は別々の世帯を参観し、旅行会社のガイドを

:－＝－１

観尤各(エ万U々(ﾉﾉ世市と参観し、派ｲ丁云仕のカイトセ写真１バチャーン村における観光客を

通して、または自分で村についてのことや.情報を得運ぶ水牛車
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なければならない。観光客への村の情報は、時々正確ではなく、観光客は村の概観的なイメージを十

分に得ることはできない。

それに加え、一部の資本力が強い生産者は、旅行会社と連携し観光客を自分の工場やショップに連

れて行っている。観光客は村を訪れる時間に限りがあったり、ツアーの日程も守らなければならない

ので、他のショップや村の景色を見に行くことができない。そのため、こうしたショップでは、クラ

フト製品の価格は常に他のショップより高価であり、ショップのオーナーがガイドにボーナスを払う

ことは当然のことと思われる。

このような地方政府による観光産業のマネジメン

トに関する弱点と共に、観光産業及び伝統的産業の

保存と開発に関する様々な課題もある。まず、村の

雰囲気は、もはや伝統的ではなくなり、村の表通り

に沿って、様々な近代的な店や建物ができている。

そのため、バチャーン村へ来る観光客が、1,000年

以上の歴史がある村のイメージを連想することは難

しい（写真２)。

次に、製品の品質が同一ではなく、品質の低い製

品がまだある。さらに、生産の伝統的な技法につい
写真２伝統的建造物は少なくなった

ては、増えていく需要と競争圧力のため、生産過程

が近代化している。全体的に製品の質が高められるが、観光客に興味がある伝統的な陶器の生産過程

は見られなくなっている。最後に、独自性に関しては、バチャーン製品にはまだブランドが確立され

ておらず、製品にバチャーンを示す表示はない。顧客はバチャーンの製品と認識することができない。

それは、卸売業者があるバチャーン村の職人から購入したバチャーン製品に自分のブランドやトレー

ドマークを入れるからである。

また環境汚染もバチャーン村の深刻な問題と言われている。現在、バチャーン村においては、

1,115の陶芸の窯があり、その中の３分の１の約300窯はガスが使われる窯である。バチャーン村にお

ける多くの企業では、主なエネルギー源は高度に環境汚染が発生する石炭か薪である。古い技術をよ

く利用することは生産コストが安くなるが、製品の品質の低さや環境問題を発生させるわけである。

この環境汚染は村の人々の生活や自然的資源に圧力をかけるだけではなく、長期的に見れば、汚染を

吸収する自然環境にも影響を与える（DimitriosKonstadakopukos,2007)。そのため、窯からの煙、粉

塵や固形廃棄物はバチャーン村における環境汚染の主な原因である。ハノイ市役所の環境資源庁の研

究によれば、バチャーン村における空気の中に、粉塵の密度は標準値の３～3.5倍にのぼった。そし

て、空気に排出したＣＯ２やSO2量は、標準の１．５～２倍に達している。地方政府による観光産業管理

の点では、バチヤーン村におけるクラフト・ツーリズムの開発における環境問題を解決することは本

当に難しいといえよう。

4.ベトナムにおけるクラフト・ツーリズム開発の一般的な課題

上記のように、クラフト・ツーリズムはポテンシャルが多いといったが、ベトナムにおける伝統的

クラフト村は、多くの課題に直面している。例えば、不適当な観光資源の開拓、管理能力の不足、不
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十分な監理;M1織、設ＯＩｌｉや資金の不足、マーケット情報やマーケティング技術の弱さ、村におけるイン

フラの未整備という課題である。マーケティング技術の弱さの原因は、中間業者を通して製品を販売

していることによる。

ベトナムにおける観光産業については、大都市へのツアーは大きく発展しているが、クラフト村を

含む、小さい町や村への観光活動はまだ発展していない。ベトナムの観光産業は、アジアの他の国に

比べてよく発展している方だが、伝統的なクラフト村が新しい観光地になるように、旅行会社やクラ

フトに関心がある観光客に対しアピールしている。そこで、政府は各伝統工芸村の間の連携を強化さ

せ、クラフト・ツーリズムが、新たな観光形態になるために、中央政府と地方政府の両方Ⅵ旅行会社、

大学やその他の関係者の協力が必要とされる。

衛生と環境汚染も深刻な問題である。この'Ｍ１題はクラフト。ツーリズムだけではなく、村の人々の

生活に大きな影響を与えてスタープランや具体的な政策がまだ進んでいない。その理由は、政府によ

る具体的な指導や投資が十分でないからである。

これらの課題に加え、ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムは、よく管理されなければ、様々な

困難に直面するかもしれない。まず、ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムは、東南アジア諸国の

クラフト・ツーリズムとの競争にさらされている。ベトナムのクラフト・ツーリズムは、発展途上に

あるが、タイ、マレーシアなどは非常に発達している。また、ベトナムにおいて、観光産業にリンク

され成功したクラフト村でも、伝統的文化やllIi値、平和でのどかな雰囲気、地元の原材料、伝統的技

法などを失う危険にさらされている。無計画な発展が原因で、バチャーン村とワーンフク村において

は伝統家屋は次第になくなり、それに代わって多くの近代的建築が建てられていることは、観光産業

にとっては残念なことである。さらに、観光活動の発展により、村の伝統的習`慣、生活、自然環境は

たやすく変化するかもしれない。外国からの観光客が増えて、異文化に接する機会が増えると、村の

人々の生活もその影瀞も受けるであろう。また、観光客の要求に応じるために、売春や他の社会悪も

発生することが考えられるし、観光客からのごみも自然環境を脅している。最終的に、観光客の要求

に応じ、多くの利益を得るために職人たちが低,W,質や熟純度の低い製品を作り出すことは、村の伝統

的な価値や未来のクラフト・ツーリズム活動に対して大きな損失となる。熟練した職人の場合でも製

品の品質はいつも同じとはいえないし、海外製品のモデルを真似し、コピーしたものが流行している。

結論と提言

クラフト・ツーリズムは、農村ツーリズムの一つの形態と見られ、発展途上国と先進国の両方で開

発されたが、それは、まだ新しい観光形態である。クラフト・ツーリズムの発展は、農村地域におけ

る伝統的産業の振興、地域経済の発展、雇用機会の創出、過疎化対策などの波及効果をもたらすだけ

ではなく、伝統的な価値を掘り起こすこともできる。たとえば、伝統的な祭り、踊り、寺、塔、歴史

的遺跡などである。

しかし、クラフト・ツーリズムは、伝統工芸の振興政紫及び政府の介入がなければ発展できないと

考えられる。これに関する問題は、伝統工芸村をどのように保存するか、伝統工芸が観光地になるた

めにどのような方法をとればいいか、それからクラフト・ツーリズムの開発に対しては、どのような

政府の介入のあり方が望ましいか、ということである。

政府の介入と支援は、一般的な観光の特にクラフト・ツーリズムには、重要な柱となっている。多
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〈の|蚕1では、観光産業や他の経済セクターの目的が国家の総合i;↑画の'二|標と調和するために、より高

いレベルの行政機関からの支援を受けることが必要である。ときには、観光資源や地域の特産品が他

の経済活動を悪化させないようにするために、政府の調整も必要となってくる（JohnBrohman，

1996)。政府からの支援がなければ、観光産業の開発は他の産業経済とのつながりや'1M発の方向が不

明確であ})、長期間の持続１１J能な発展を維持できないといえよう（JohnBrohman,1996)。Nelson

(1993：17）は政府が観光産梁を支援する上で必要な!ＩＩ項のリストを示している。そこでは観光産業

全体に良い影靭1を及ばすと思われる内容のもので、地方政府が地域の観光|〉'1発の)iif略やプランを作る

ことを助言し、観光活動に関連する法律や規則を定め、国家のｉｉｉ要な観光プロジェクトに投資すると

ともに、観光の企業者へのアドバイスや技術を支援する必要が述べられている。

このことから、筆者は発展途｣二１通1としてのベトナムにおけるクラフト・ツーリズムを開発、プロ

モーションするために、政府の介入と支援について、以下の提司をする。

第一に、政府は全lR1レベルの伝統的クラフト村を保存、振興する政策や規則を定め、伝統クラフト

村の振興プランと観光産業開発の戦略を結合するべきであり、特に、農村や地域の観光プランニング

が必要である。

第二に、クラフト・ツーリズム村のモデルを確立させ、必要なインフラ整備、ロカールレベルの管

理組織、人材訓練、クラフトツーリズムのプロジェクトに地域住民の参加を奨励することなどが重

要である。

第三は、政府は、伝統的クラフトモールやセンターを建てて、観光客、旅行会社、伝統的クラフト

やクラフト・ツーリズムヘの投資家をリ|き付けるため、イ圧年の伝統的クラフトに関連する国内や国際

見本市など、イベントを行うべきである。

最後に、中央や地方レベル政府はクラフト・ツーリズムヘの圃際的プロモーションやマーケティン

グの研究を助成すべきである。特に、伝統的クラフトの製品をＭｉ入する国際観光客の趣味や心理も分

析する必要がある。例えば、岐近のベトナムにおける研究によると、１１本からの観光客はシルク、焼

き物、漆器、色彩豊かな刺繍物に興味がある。フランスからの観光客はシルク、民芸品、木彫りのク

ラフト製品、特に、古器のコピーが好きである。ドイツ人の観光客に対しては、明るい色や抽象的デ

ザインの布、野生生物を描いたろうけつ染め、特に、ベトナムの北部における各少数民族の手作りの

ろうけつ染めがよく買われている。イギリス人の観光客に対しては、人気がある伝統的クラフト製品

は、具体的な服装やテーブルクロス、タオルル]に作られた明るい、色とりどりの布である。ドイツ人

とイギリス人の両方の観光客は、小さい木彫りのクラフト製品が好きである。

観光計画に関しては、クラフト・ツーリズムが国家の観光開発計画に入れられ、ビーチ・ツーリズ

ムとアグリ・ツーリズム、フォーマル・ツーリズムセクターのirlj度に特化した部門とインフォーマ

ル・ツーリズムセクターとの開発の格差を減らすために、クラフト・ツーリズムはオルタナテイブ・

ツーリズムの一つと考えるべきである。例を挙げれば、東南アジアにおける地域経済開発とクラフ

ト・ツーリズムの結合が成功したとされる国はタイである。タイ政府は、日本の「一村一品」の運動

の経験から、全国規模で地域産業やローカルな特産品を援助・振興する政策を実施した。2004年２月

から、こうした政策は主に伝統的クラフト村を促進し、ＯＴＯＰ１１１'の観光村を建てることを強調してい

る。全国のOTOＰ観光村に選択された８村の'|』の７村は伝統的クラフト付であり、残I)の一つはお茶

の産地である。タイのクラフト・ツーリズムや農村ツーリズムを開発する経験はベトナムのクラブ
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ト・ツーリズムの資源を|)M拓する上で、良い参考になると考えられる。

地力レベルでは、Ilil家の観光戦略の成功のために、クラフト・ツーリズムのプランニングや管理へ

の地域住民の参加がnｔ婆な妥索と考えられる。JohnBrohmall(1996）は、観光開発戦略の成功は、観

光客数の増力Ⅱや観光蔽業からの利益をilUiやすことのみならず、観光産業の'二1標が現地の社会経済開発

の目標とうまく合致し、観光産業に関迎する投資が地域住民に利益をもたらすべきであることを強調

した。

そのため、地域住民は自分達の村における観光活動を管理できるように、観光に関する知識の獲得

や自立心を岡めるべきである。技術指導は政府、大学及び研究所、旅行会社によって提供されるべき

であＩｉ)、観光産業にⅡU連する地域社会にとっても、観光活動に活lM1、公平に参加する機会が必要であ

る（ReginaSclleyvells,2002)。

ベトナムにおけるクラフト・ツーリズムの現状は、地域社会の参加が単なる口発的な活動であり、

主に旅行会社との関係に依存することを示している。地域社会及びクラフト村の人々は、クラフト・

ツーリズムの亜要な役ｉＩｉＩを認搬してはいるが、どうやって観光産業に参加するか、あるいはどこから

自分のビジネスを起こすのかが、まだ十分に認識しておらず、クラフト・ツーリズム振興に関する政

策の実現のためには、今後多くの困難があることが予想される。

注

Irandaily,Jull(J20,2005,EcollolIlicfocus

2006{|：５月の１３１１～１５１１まで、イラン・イスラム共和IKlのテヘランで行われた．IIlLernational

Congressoll,I1olIrislnaIl〔I『rraditiollalHandicrafts．というlIil際会議で、世界観光機llUの蛎務次長の

rmalebRililiの就任挨拶のIl1で宣言された。

Ngｏ（2005）によれば、１Kk村地域における様々なツーリズムタイプがある。①Ii1然にｌｉＩける観光は生

態系に影騨がない、主なレクリエーションである二②文化観光は地力の文化、膝史、考古遺跡などに

関する観光形態である。(3)エコツーリヅムは、自然溢源を保存することや地域の環境保全などは社会

的価値を評価し維持する観光形態である。(1)村に基づく観光は観光客が村の人々の弾らしを体験し、

村の人々は観光客からの収入や他の利益を得られるという観光形態である。（３）アグロツーリズムとは、

農業体験などを11的とした観光形態であI〕、それによって腿莱のLIi態系や生産ﾉjを維持していこうと

するものである。

2006年１１）］の３Ｈ～`１１１にブルキナファソのワガドウグーでの￣UNWTORegionalAhFican

ConfCr〔PnceonTollrisJI1all〔IHandicraiiIJ”や、2006年５月の13[1～l5l1まで、イラン・イスラム共和国

のテヘランで行われた．lnterllaIjolla]CongressonTourismilll(llTa〔lilioIMllHandicrafts･や、2006年１１

月1411～171二lまで、サウジアラビアのリヤドでの゛1nterluaIil)IualCol1gl℃ssollT1()llrismandTYaditiollal

Handi(9ｍns，．などがある。

ベトナムの腱梁と腿村発llG街（MAR､）とJICA、2004ｲ|:。ベトナムにおける伝統産業iMW1iの報告１１；。

[1・ASEAN経済産業協力委員会

14のA郷iや要件は：①歴史と伝統②職人の熟練と職人にまつわるiii1iⅡ③村の雰囲気④村の位liil

⑤インフラ(6)地元の脇ﾉﾉ体iiリ（T)製品の湛室’⑧)伝統的Lli厳技術⑨市場⑩支払い方⑪他地域

との|刈述性（i2'外部からのサポート⑬｣'２雌に従Ｊ１#する世jlMfの数（､l)将来の方|ｲﾘ性。

ｗｗｗ・bat1rang.iｎｌｂ

アジア科学教育経済発腱機構とベトナムの観光総lij（VNAT）による「ウェスト・イースト・コーリ

ｌ）

２）

３）

４）

１
１
１

５
６
７

８）

９）
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グーにおける観光振興とｌ:芸品産業の|}'１発に関するフイーシビリテイ・スタデイー」プロジェクトに

よりご

10）OTOP:OI1emambonOneProduct．
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Craft Tourism and Regional Development in Vietnam

Vu Nam

This study considers the challenges involved in the relation between traditional handicraft and

tourism in Vietnam, using traditional handicraft values as a tourism resource to attract both

international and domestic tourists to the rural areas. This not only brings the diversification of tourism

services and products but also promotes the local traditional industry and regional revitalization. The

study begins with the discussion of craft tourism and its role in tourism promotion, in bringing the

economic and social benefits to the local communities. The study also overviews the Vietnam tourism

industry, present situation of craft tourism and finally problems related to promotion of craft tourism as

the combination of traditional handicraft and tourism industry. Field research was conducted in

Battrang ceramic village.




